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◆市立高校を持つ意義と検討の視点

◆審議会で議論いただきたいこと

①諮問の基本軸

②諮問の具体と論点整理

〔第３章〕 審議会への諮問
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富士市立高等学校を、どのように

魅力化・価値付けさせるか。

〔第３章〕 ①諮問の基本軸
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富士市立高等学校の一層の魅力向上を図るため、

学校魅力化に向けた基本的な方向性について審議

されるとともに、これを実現するための具体的な方

策について答申されたい。  

また、必要に応じて、学科構成、教育課程、学校行事

等の見直しを含む学校運営の在り方についても検討

を加え、答申されたい。

〔第３章〕 ②諮問の具体
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１ 当局から「学校魅力化の２つの方向性」を提示

２ 当局の考える学校の方向性が妥当か審議

３ 方向性を定め、実現に向けた具体的方策を審議

４ 学校の現状と方策を整理し、学校運営の在り方

等について審議

５ 上記の検討を経て、その内容を答申書にまとめる

〔第３章〕 ②論点の整理
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◆市立高校を持つ意義と検討の視点

〔第３章〕 審議会への諮問

学校の姿（理念） 必要な視点

市の意思を教育に反映できる高校 市の施策との一体性

地域課題と直結した学びを設計できる高校 地域課題解決との接続性

地域の人材育成の拠点として機能する高校 市民にとっての便益・貢献性

県立高校には出しにくい明確な特色を持つ高校
教育政策上の独自性

県立高校に代替困難な領域の有無
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作成：富士市教育委員会 事務局
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①「学校魅力化に向けた２つの方向性」についての提案

◆A案 強み深化型 … 既存の特色と強みを先鋭化する

◆B案 ゼロベース再設計型 … 教育コンセプトを

抜本的に見直す

②上記の審議を深めるための「市民の声」の聴取について

〔第４章〕 市立高校 未来への２つの方向性
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〔第４章〕  ①「学校魅力化に向けた２つの方向性」

お願いします。
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Ａ案・Ｂ案を比較する評価軸
▼

学校の魅力・実現性・持続性  

Ａ案：強み深化型 Ｂ案：ゼロベース再設計型

①募集力の向上につながるか 既存の強みを磨き、魅力を強化 新しいコンセプト、強い発信力

②県立高校との差別化（分担） 強みの先鋭化により一定の差別化 「抜本的に異なる学校」で明確な差別化

③市立高校としての必要性 地域とのつながりを活かしやすい 未来志向の教育で市立の存在意義を創出

④地域への貢献、人材育成 地域との連携・貢献を深化 地域の未来を創る人材育成に直結

⑤教職員体制上、実現可能か 既存の体制で取り組みやすい 教員体制の再構築が必要

⑥財政負担に見合う効果は
投資規模が小さい
効果が見えやすい

初期投資・運営コストが大きい可能性
新たな取組に対する期待感

⑦中長期的に持続可能か 現状の延長で持続しやすい 設計次第で接続可能（制度・財源が鍵）

〔第４章〕  ①「学校魅力化に向けた２つの方向性」
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◆  「市民の声」をいただく前提 （質問設計の考え方）

  目的は、単に「人気が出る学校は何か」を聞くのでなく

・富士市立高校が、富士市にとってどんな価値を持つべきか  

・地域の将来を支える学校として、どんな改革が必要か

を把握することと考え、以下の３層を意識し質問設計する

1. 学校の存在意義を問う質問  -市立高校は地域にとって何を担うべきか-

2. 求める教育内容を問う質問  -どんな学び・学科・支援が必要か-

3. 選ばれる条件を問う質問 -何があれば進学先として選ばれるか-

〔第４章〕  ② 「市民の声」の聴取について



市民アンケート
手 段
内容整理

こどもの意見聴取

無作為抽出 富士市民２０００人 対象 市内中学生 中学２年生・中学３年生

郵送によるアンケート用紙の送付

回答はQRコードによる電子受付
手段

市内中学校への依頼

GIGAタブレットへの配信と回答

●地域から見た高校の役割と期待

●高校に育ててほしい力

●学校と地域の関係、地域貢献

等について広く聞く 

基本方針

●進学先として「選びたい／選ばな

い」の判断基準

●実際に魅力を感じる学び

●望む学習環境・支援を具体的に聞く

「地域に必要とされる高校」、「富士

市に貢献する高校」を実現するため

には何が必要かを把握する

目的

「進学先として選ばれる学校」になるた

めに何が必要かを把握する
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◆ 「市民の声」をいただく手段と内容整理

〔第４章〕  ② 「市民の声」の聴取について
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〔第４章〕  ② 「市民の声」の聴取について

作成：富士市教育委員会
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〔第４章〕  ② 「市民の声」の聴取について

作成：富士市教育委員会
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〔第５章〕 質疑と審議

◆ 会長所感

◆ 諮問内容の整理と審議の進め方

◆ 事務局への質疑・確認等

◆ 審議の開始

① 事務局が示した方向性の妥当性について

② 「市民アンケート」「こどもの意見聴取」について
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〔第６章〕 総括、その他

◆ 次回の審議会について

令和８年 ９月 日（ ）予定

◆ 今後の事務局と審議会との情報共有について

◆ その他（事務連絡等）


